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ま え が き 

 本県においては、児童生徒の体格、体力・運動能力及び生活習慣等の実態を明らかに

するため、小学校１年生から高校３年生までの全学年を対象とした抽出校・人数方式に

よる「体力・運動能力調査」を、昭和３８年度から東日本大震災及び新型コロナウイル

ス感染症の影響で調査を実施できなかった平成２３年度、令和２年度を除き実施してお

ります。本冊子は「令和６年度福島県体力・運動能力調査結果」と、スポーツ庁による

「令和６年度全国体力・運動能力調査結果（令和７年１０月公表）」を比較・考察したも

のです。 

 さて、令和６年度における本県の児童生徒の体力・運動能力の現状については、令和

５年度の調査結果と比較すると、中学生において改善傾向が見られましたが、高校生で

は全ての年齢・男女で前年度の値を下回りました。一方、全国平均と比較すると男子の

６，８歳を除く全ての年齢・男女で全国平均を下回っており、課題が見られます。 

令和６年度の肥満傾向児出現率については、運動機会の減少や家庭での生活習慣の乱

れ等の影響により、昨年度に引き続き男女の全ての年齢で全国平均値を上回るなど、望

ましい運動習慣や生活習慣の定着が依然として本県の大きな課題となっています。 

 こうした中、県教育委員会では平成２７年度から令和２年度まで取り組んできた「ふ

くしまっ子体力向上総合プロジェクト」による成果を評価・分析し、事業内容を整理す

るとともに、更なる取組を推進していくため、令和３年度より、「ふくしまっ子健康マネ

ジメントプラン」として、本県児童生徒の体力向上や健康課題の解決に向けた事業を推

進しているところです。特にメイン事業として掲げている「自分手帳」の活用において

は、年々各校での活用率が向上するとともに、活用機会や方法の工夫が見られ、児童生

徒自らが健康課題に取り組むことで、健康マネジメント能力が育まれております。他に

も、「ふくしまっ子児童期運動指針」の活用をはじめ、「運動身体づくりプログラム」の

完全実施、小・中・高等学校及び特別支援学校への「食習慣・肥満等の健康教育に係る

専門家」の派遣、「体力・健康・食育優秀校」の表彰、そして、県内全ての公立小中学校

を対象とした「みんなで跳ぼう！なわとびコンテスト」等を展開してきました。 

今後も、児童生徒が健やかな心身を育み、現在及び将来の生活を健康で活力に満ちた

ものとするために、健康マネジメントサイクルの質的改善を目指して、令和８年度から

本格稼働となるオンライン版「自分手帳」の活用など、健康教育に関する施策の充実を

図っていきます。 

 各学校におかれましては、本冊子を活用のうえ、自校の課題を分析・検討して作成し

た「体力向上推進計画」に基づき、児童生徒一人一人の総運動時間の増加や、子どもた

ちが息を弾ませながら参加する体育・保健体育の授業の充実にも努めるなど、学校現場

における体力・運動能力の実態に応じたきめ細かい取組を継続いただきますようお願い

いたします。 

結びに、本冊子を作成するに当たり、御協力いただきました各学校をはじめ、福島大

学や関係の皆様に、厚く御礼を申し上げます。 

 

福島県教育庁健康教育課長 

木幡  健 
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２ 本県児童生徒の体格の現状 

令和６年度本県平均と令和６年度全国平均の比較
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３ 肥満傾向児・痩身傾向児の出現率と全国との比較 

（１）肥満傾向児の出現率（単位：％） 

 
   

（２）痩身傾向児の出現率（単位：％）
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４ 疾病・異常被患率等（単位：％） 
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Ⅱ 令和６年度本県児童生徒の体力・運動能力調査の概要 

１ 「新体力テスト」による体力・運動能力調査（『新体力テスト』文部省、平成 12 年 3 月 15 日発行から抜粋） 

（１）「新体力テスト」実施までの経緯 

○昭和３６年制定のスポーツ振興法により、運動能力テスト実施が明示。 

○昭和３９年から、「スポーツテスト」を用いて、体力・運動能力調査開始。 

○平成８年度～１０年度、テスト項目・実施方法等の調査研究。 

○平成１１年度から「新体力テスト」を用いて、体力・運動能力調査を実施。 

 

（２）「新体力テスト」の特徴 

  ア データの継続性を重視する。 

   イ 広い年齢層にわたって同一のテスト項目を選定する。 

   ウ 同一テスト項目は年齢や性別が異なっても同一方法で行う。 

   エ 健康に関連した体力にも配慮する。 

これまでの体力測定では、スピード、筋パワー（瞬発力）、敏捷性などの身体的要素の中

の行動体力の水準が高ければ高いほど、体力に優れているという評価が得られてきた。す

なわち、体力とは運動能力と同義に考えられてきた。 

一方、運動不足症あるいは生活習慣病が問題となる現代社会においては、一般人の健康

を支える基盤としての体力、すなわち健康関連体力のもつ意味が重要となってきた。 

   オ 体力と運動能力を特に区別しない。 

「新体力テスト」を構成する項目は、運動能力を構成する基本的な体力要素であるスピ

ード、全身持久力、筋パワー（瞬発力）、巧緻性、筋力、筋持久力、柔軟性及び敏捷性に対

応しており、そのうち、心肺持久力、筋力・筋持久力及び柔軟性は健康に関連した体力と

なる。また、走、跳、投能力は、基礎的運動能力と考えられる。したがって、「新体力テス

ト」は、スポーツ選手の体力テストとしても、一般人の体力テストとしてもその評価と活

用の可能性を内包していると言える。 

 

（３）「新体力テスト」の構成と評価 

     「新体力テスト」では対象年齢を、6 歳～11 歳（小学生）、12 歳～19 歳（青少年）、20 歳

～64 歳（成人）及び 65 歳～79 歳（高齢者）に区分し、6 歳から 64 歳までは運動能力及び

健康関連体力を、また 65 歳以上については健康関連体力に加えて歩行能力に重点をおいた

体力を測定することにした。これらの年齢層に共通して実施するテスト項目として、「握力」

「上体起こし」「長座体前屈」を選定した。 

ア 6 歳～11 歳、12 歳～19 歳対象テストの内容 

「握力」、「上体起こし」、｢長座体前屈」、｢反復横とび｣、｢持久走｣、｢20m シャトルラン｣、 

｢50m 走｣、｢立ち幅とび｣、｢ソフトボール・ハンドボール投げ｣ 

＊ 小学校は「ソフトボール投げ」、中学校・高等学校は「ハンドボール投げ」を実施。 

＊ 小学校は「20m シャトルラン」を実施。 

＊ 中学校・高等学校は「持久走」か「20ｍシャトルラン」のどちらかを選択。 

イ 「新体力テスト」の評価 

「新体力テスト」では、基本的には従来のテストと同じだが、４つの対象年齢ごとに男

女別にそれぞれのテスト項目の成績を１点から１０点の１０段階で評価することにした。 
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（４）「新体力テスト」の評価システムの特徴 

  ア テスト項目別に１０点法を用いるため、どの能力が優れており、何が劣っているかについて

自己評価できる。 

  イ 総合得点の５段階評価により、同年代の中で、自分の体力がどの程度なのかについて自己評

価できる。 

  ウ 握力、上体起こし、長座体前屈の全年齢共通の３テスト項目については、時系列的変化の評

価が可能である。ライフステージを通しての筋力、筋持久力、柔軟性の変化が把握できる。 

  エ 全年齢を通して５段階尺度（Ａ～Ｅ）を用いているため、ライフステージを通しての総合的

な体力の時系列変化が把握できる。 

  オ 性差を考慮した評価ができ、また成人（20 歳～64 歳）では、体力年齢を求めることもでき

る。 

 

２ 体力・運動能力調査の概要 

（１）令和６年度全国調査の概要 

  ア 国民の体力・運動能力の現状を明らかにするとともに、体育・スポーツの指導と行政上の基

礎資料を得る。 

  イ 調査対象者と調査人員（すべての年齢は令和６年４月１日現在のものとする。） 

   ① 調査対象者 

ａ 公立小学校全学年  （ 6 歳～11 歳）の男女児童 

ｂ 公立中学校全学年  （12 歳～14 歳）の男女生徒 

ｃ 公立高等学校（全日制）（15 歳～17 歳）の男女生徒、公立高等学校（定時制）（15 歳～

18 歳）の男女生徒 

ｄ 国立工業高等専門学校第４、第５学年（18 歳～19 歳）の男子学生 

ｅ 公（私）立短期大学生全学年（18 歳～19 歳）の女子学生 

ｆ 国立大学第１、第２学年（18 歳～19 歳）の男女子学生 

ｇ 20 歳〜64 歳の男女（5 歳ずつの年齢区分で対象とする。） 

ｈ 65 歳～79 歳の男女（5 歳ずつの年齢区分で対象とする。） 

   ② 調査人員（掲載統計数値は、本県と同様の年齢段階を掲載した。） 

統計数値表の各種目各年齢の欄（Ｎ：標本数）に記載のとおり。 

  ウ 調査期間 令和６年５月～７月 

  エ 調査内容（本県調査と同様） スポーツ庁の体力・運動能力調査要項及び記録用紙による。 

 

（２）令和６年度本県調査の概要 

  ア 県内の児童生徒を対象に体力・運動能力の調査を実施し、その現状を明らかにして体育指導

及び行政上の基礎資料を得るとともに、児童生徒の体力・運動能力の向上に資する。 

  イ 調査対象者と調査人員（すべての年齢は令和６年４月１日現在のものである。） 

    調査対象者・人数は、Ｐ．７・８のとおり 

  ウ 調査期間  令和６年４月～１０月 

  エ 調査内容  新体力テスト実施要項による（６歳～１１歳対象、１２歳～１９歳対象） 

項目：握力、上体起こし、長座体前屈、反復横とび、持久走、20ｍシャトルラン、50ｍ走、

立ち幅とび、ソフトボール・ハンドボール投げ 

   ＊ 小学校はソフトボール投げ、中学校・高等学校はハンドボール投げ。 

   ＊ 小学校は 20m シャトルラン。 

   ＊ 中学校・高等学校は持久走か 20ｍシャトルランのどちらかを選択。 
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３ 調査抽出校一覧 

（１）県調査小中学校協力校（令和６年４月～１０月実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）スポーツ庁小中学校抽出協力校（令和６年５月～７月実施） 

ア 小学校 ３校  各学年男子８名、女子８名ずつ計９６名を抽出 

① 県 中  田村市立船引小学校 

② 会 津  会津若松市立小金井小学校 

③ 相 双  相馬市立飯豊小学校 

イ 中学校 ３校  各学年男子１０名、女子１０名ずつ計６０名を抽出 

① 県 北  本宮市立本宮第一中学校 

② 県 南  白河市立白河第二中学校 

③ いわき  いわき市立小名浜第一中学校 
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（３）県調査高等学校協力校（令和６年４月～１０月実施） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）スポーツ庁高等学校抽出協力校（令和６年５月～７月実施） 
ア 全日制 各学年男女各９名 計５４名抽出 

① 県 南 光南高校 
② 会 津 葵高校 
③ 相 双 相馬総合高校 

イ 定時制 各学年男女各４名 計３２名抽出  
① いわき いわき翠の杜高校 
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Ⅲ 令和６年度本県児童生徒の体力・運動能力調査の結果 

１ 体力・運動能力の全国平均値と本県平均値の比較 

（１）テスト項目別 全国平均値・標準偏差及び県平均値・標準偏差一覧 
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   ○女 子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 有意差は、令和６年度の県平均値と全国平均値との５％有意水準による。 
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○ 本県の傾向（令和６年度全国平均値と令和６年度県平均値との５％有意水準により、有意差のあった年齢） 

  女子の 6歳（小学生）、17歳（高校生）で全国平均を上回った。 

男女とも 10,11歳（小学生）、14歳（中学生）、女子の 8歳（小学生）、13歳（中学生）で全国平

均を下回った。 

 

 

 

 

女子 

男子 
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○ 本県の傾向（令和６年度全国平均値と令和６年度県平均値との５％有意水準により、有意差のあった年齢） 

  男女とも 16,17歳（高校生）、男子の 15歳（高校生）で全国を上回った。 

男女とも 6,7,9,11歳(小学生)、14歳（中学生）、男子の 8歳（小学生）、12歳(中学生)、女子の

10歳（小学生）で全国平均を下回った。 
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○ 本県の傾向（令和６年度全国平均値と令和６年度県平均値との５％有意水準により、有意差のあった年齢） 

  男女とも 15,16,17歳（高校生）で全国平均を上回った。 

男女とも 11歳（小学生）、14歳（中学生）、女子の 10歳（小学生）で全国平均を下回った。 
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○ 本県の傾向（令和６年度全国平均値と令和６年度県平均値との５％有意水準により、有意差のあった年齢） 

  男女とも 13歳(中学生)、15歳（高校生）、男子の 12,14歳（中学生）、16,17歳(高校生)で全国平

均を下回った。 
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○ 本県の傾向（令和６年度全国平均値と令和６年度県平均値との５％有意水準により、有意差のあった年齢） 

  男女とも 15,16,17歳（高校生）、女子の 12歳（中学生）で全国平均を上回った。 

  男女とも 7,9,10,11歳(小学生)、14歳（中学生）、男子の 8歳（小学生）、女子の 13歳（中学生）

で全国平均を下回った。 
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○ 本県の傾向（令和６年度全国平均値と令和６年度県平均値との５％有意水準により、有意差のあった年齢） 

  男女とも 15,16,17歳（高校生）、女子の 6歳（小学生）で全国平均を上回った 

  男女とも 11歳（小学生）、14歳（中学生）、男子の 8,9歳（小学生）、12歳（中学生）で全国平均

を下回った。 
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○ 本県の傾向（令和６年度全国平均値と令和６年度県平均値との５％有意水準により、有意差のあった年齢） 

  男女とも 16,17歳（高校生）、女子の 15歳（高校生）で全国平均を上回った。 

  男女とも 6,7歳（小学生）14歳（中学生）、男子の 8,11歳（小学生）で全国平均を下回った。 
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○ 本県の傾向（令和６年度全国平均値と令和６年度県平均値との５％有意水準により、有意差のあった年齢） 

  男子の 6歳（小学生）、17歳（高校生）、女子の 7歳（小学生）で全国平均を上回った。 

  男子の 10,11歳(小学生)、12歳（中学生）、女子の 13,14歳（中学生）で全国平均を下回った。 

 

 

 

 

 

男子 

女子 



- 20 - 

（３）全体的傾向、学校種別傾向、項目別傾向 

    令和６年度の全国平均値と令和６年度の県平均値の比較 
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本県と全国平均値の比較から 

 

 スポーツ庁（以前は文部科学省）から、最新の全国の数値が公表されるのが調査の翌年度になるた

め、平成 17年度の調査結果までは、本県の当該年度と前年度の全国の数値との比較を掲載していた。

平成 18年度の調査結果【平成 19年度 福島県児童生徒の健康、体力・運動能力の現状（平成 20年 3

月）】より、本県の当該年度と前年度の全国との比較に加えて、本県と全国の当該年度の比較も掲載す

ることとした。これによって、年度遅れの報告となることは否めないが、より正確な全国との比較が

可能となった。 

 平成 27年度からは、本県と全国との当該年度の比較のみを掲載することとし、本冊子には令和６年

度の全国平均値と県平均値の比較が掲載されている。 

 表には、県の平均値が、5％有意水準により全国を上回っている項目に○、下回っている項目に●を

付してある。 

 

＜全体的傾向＞ 

令和６年度（全国と本県）の比較では、全国を上回っているか同等な数値を示した項目は、全 204

項目中 134項目（65.7％）、男子 65項目（63.7％）、女子 69項目（67.6％）である。令和５年度は全

204 項目中 123 項目（60.3％）、男子 56 項目（54.9％）、女子 67 項目（65.7％）であったことから、

前年度の結果よりも向上していることが伺える。 

 

＜学校種別傾向＞ 

小学校（6歳～11歳） 

県平均値が全国平均値を上回るか同等である項目数は、全項目数 96中、55項目（57.3％）である。

このうち男子は、48項目中、26項目（54.2％）であり、女子は、48項目中、29項目（60.4％）であ

る。また、全国平均値を上回った項目は、男子では 6歳のボール投げであり、女子では 6歳の上体起

こし、50m走、7歳のボール投げである。 

 

中学校（12歳～14歳） 

 県平均値が全国平均値を上回るか同等である項目数は、全項目数 54中、29項目（53.7％）である。

このうち男子は、27項目中、15項目（55.6％）であり、女子は、27項目中、14項目（51.9％）であ

る。また、全国平均値を上回った項目は、女子では 12歳の握力、シャトルランである。 

 

高等学校（15～17歳） 

 県平均値が全国平均値を上回るか同等である項目数は、全項目数 54中、50項目（92.6％）である。

このうち男子は、27項目中、24項目（88.9％）であり、女子は、27項目中、26項目（96.3％）であ

る。また、全国平均値を上回った項目は、男子では 15,16,17歳の長座体前屈、反復横とび、シャトル

ラン、50ｍ走、16,17歳の立ち幅とび、17歳のハンドボール投げであり、女子では 15,16,17歳の反復

横とび、シャトルラン、50m走、立ち幅とび、16,17歳の長座体前屈、17歳の上体起こしである。 

 

＜項目別傾向＞ 

 前述の「テスト項目別変化概要」を参照されたい。 
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２ 本県児童生徒の体力・運動能力の現状 

 Ⅱ－１－（４）「新体力テスト評価システムの特徴」にあるように、それぞれのテスト項目の成績

を 1点から 10点の 10段階で評価し、その総合得点を 5段階評価することにより、同年代の中で、

自分の体力がどの程度なのかについて自己評価できるとともに、総合的な時系列変化が把握できる。 

（１）５段階評価比較 

   ア 令和５年度と令和６年度の５段階評価比較表 

令和５年度と令和６年度の５段階評価に占める人数の割合を学年ごとに示してある。 
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イ 令和６年度学年別５段階評価比較グラフ 

     令和６年度の５段階評価に占める人数の割合を学年ごとに示したグラフである。 
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○「ア 令和５年度と令和６年度の５段階評価比較表」からの傾向 

 【小学校１～３年】 

Ａ・Ｂ段階の割合は、男子で 8.72増加し、女子で 6.41減少した。Ｃ段階の割合は、男子で 8.93

減少し、女子で 5.5減少した。Ｄ・Ｅ段階の割合は、男子で 0.21増加し、女子で 11.91増加した。 

 【小学校４～６年】 

Ａ・Ｂ段階の割合は、男子で 3.33増加し、女子で 7.44減少した。Ｃ段階の割合は、男子で 5.47

増加し、女子で 6.35減少した。Ｄ・Ｅ段階の割合は、男子で 8.8減少し、女子で 13.8増加した。 

 【中学校】 

Ａ・Ｂ段階の割合は、男子で 19.02増加し、女子で 9.01増加した。Ｃ段階の割合は、男子で 8.76

減少し、女子で 5.93減少した。Ｄ・Ｅ段階の割合は、男子で 10.26減少し、女子で 3.08減少した。 

 【高等学校】 

Ａ・Ｂ段階の割合は、男子で 11.45減少し、女子で 20.88減少した。Ｃ段階の割合は、男子で 6.61

増加し、女子で 7.46増加した。Ｄ・Ｅ段階の割合は、男子で 4.84増加し、女子で 13.42増加した。 

 

○「イ 令和６年度学年別５段階評価比較グラフ」からの傾向 

  小学校１年、３年、４～６年では、Ａ・Ｂ段階の評価割合は男女とも各学年で同じような傾向に

あるが、２年で低下している。 

中学校では、男子は学年が上がるごとにＡ・Ｂ段階の評価割合が増加している。逆に、女子は学

年が上がるごとに低下している。 

高等学校では、男子は学年が上がるごとにＡ・Ｂ段階の評価割合が増加している。女子は各学年

で同じような傾向にある。 
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（２）８項目合計得点比較 

  ア 令和６年度全国平均値と令和６年度県平均値の比較表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※アの網掛けは、令和６年度県平均値が令和６年度全国平均値を上回っている年齢 

    

イ 令和５年度県平均値と令和６年度県平均値の比較表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※イの網掛けは、令和６年度県平均値が令和５年度県平均値を上回っている年齢  
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○「ア 令和６年度全国平均値と令和６年度県平均値との比較表」から 

男子の 6,8歳（小学生）で全国平均を上回っているが、他は同等もしくは下回っている。男女と

もに 11歳（小学生）、13,14歳（中学生）、男子の 9歳（小学生）、12歳（中学生）、女子の 10歳（小

学生）、16,17歳（高校生）において、その差に１～２ポイント以上の開きも見られる。特に女子の

14歳（中学生）、16歳（高校生）の差が大きくなっている。 

 

○「イ 令和５年度県平均値と令和６年度県平均値との比較表」から 

男女ともに 12,13,14歳（中学生）、男子の 6,8,10歳（小学生）で前年度平均値を上回っている。

２４の学年・男女のうち、９で前年度を上回った。一方、男女ともに 15,16歳（高校生）、女子の 17

歳（高校生）で前年度から１ポイント以上下回った。 

 

これらのことから、県内児童生徒の体力・運動能力は、全国平均と比較すると男子の 6,8歳（小学

生）を除く全ての学年、女子の全ての学年で下回った。一方、前年度との比較では、中学生の全ての

学年・男女において改善傾向が見られたが、小学生においては１２の学年・男女のうち９、高校生で

は全ての学年・男女で前年度の値を下回った。 
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（３）運動・生活習慣 

   ア 運動部やスポーツクラブへの所属状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※考察 

  男女とも中学生（13歳）をピークとしてほぼピラミッド状の所属率を形成している。男子に比べ、女

子の所属率が低く、最高所属率は 55.66％に留まっている。 
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イ 運動・スポーツの実施状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※考察 

  男女とも中・高生のうち「ほとんど毎日運動している生徒」の割合は、ほぼ運動部・スポーツク

ラブの所属率の推移と重なる。 



- 30 - 

27.03%

21.06%

16.98%

19.23%

9.63%

10.91%

15.27%

16.93%

20.26%

29.22%

20.13%

26.06%

17.57%

13.95%

15.28%

13.70%

8.86%

11.59%

20.76%

22.14%

25.19%

24.68%

32.58%

35.90%

19.48%

19.83%

21.98%

26.04%

26.75%

25.06%

31.33%

31.12%

27.79%

22.73%

34.83%

32.18%

35.91%

45.16%

45.75%

41.02%

54.77%

52.43%

32.64%

29.82%

26.75%

23.38%

12.45%

5.85%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

17歳男子

16歳男子

15歳男子

14歳男子

13歳男子

12歳男子

11歳男子

10歳男子

9歳男子

8歳男子

7歳男子

6歳男子

１日の運動・スポーツ実施時間
1.30分未満

2.30分以上1時間未満

3.1時間以上2時間未満

4.2時間以上

52.94%

47.21%

42.56%

34.68%

30.72%

27.26%

27.66%

29.61%

29.35%

35.06%

28.48%

33.25%

17.74%

16.62%

17.16%

17.30%

12.77%

14.57%

30.26%

31.82%

32.34%

33.25%

36.16%

36.56%

11.76%

13.41%

14.69%

21.26%

20.51%

20.61%

25.45%

25.97%

24.42%

19.74%

29.27%

27.28%

17.55%

22.76%

25.59%

26.76%

36.00%

37.56%

16.62%

12.60%

13.90%

11.95%

6.09%

2.91%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

17歳女子

16歳女子

15歳女子

14歳女子

13歳女子

12歳女子

11歳女子

10歳女子

9歳女子

8歳女子

7歳女子

6歳女子

１日の運動・スポーツ実施時間
1.30分未満

2.30分以上1時間未満

3.1時間以上2時間未満
4.2時間以上

   ウ １日の運動・スポーツ実施時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※考察 

  男女とも、中・高校生において「１時間以上運動している児童・生徒」の割合は、ほぼ運動部・

スポーツクラブの所属率の推移と重なる。 
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78.32%

78.18%

80.19%

84.09%

83.30%

84.91%

83.94%

83.59%

83.51%

85.32%

87.68%

91.76%

15.38%

14.80%

14.72%

12.43%

12.69%

12.87%

13.97%

14.84%

14.68%

13.38%

10.99%

7.98%

6.30%

7.02%

5.09%

3.49%

4.00%

2.22%

2.09%

1.56%

1.82%

1.30%

1.32%

0.27%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

17歳男子

16歳男子

15歳男子

14歳男子

13歳男子

12歳男子

11歳男子

10歳男子

9歳男子

8歳男子

7歳男子

6歳男子

朝食の摂取状況
1.毎日食べる

2.時々欠かす

3.まったく食べない

78.50%

74.98%

77.63%

81.93%

78.55%

79.47%

81.95%

85.71%

88.70%

87.92%

90.86%

92.58%

17.36%

19.45%

19.24%

14.72%

18.21%

17.38%

16.10%

13.51%

10.26%

11.56%

8.74%

6.89%

4.15%

5.57%

3.13%

3.36%

3.23%

3.15%

1.95%

0.78%

1.04%

0.52%

0.40%

0.53%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

17歳女子

16歳女子

15歳女子

14歳女子

13歳女子

12歳女子

11歳女子

10歳女子

9歳女子

8歳女子

7歳女子

6歳女子

朝食の摂取状況
1.毎日食べる

2.時々欠かす

3.まったく食べない

  エ 朝食摂取の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※考察 

  男女の高校生（15,16,17 歳）、女子の中学生（12,13 歳）のおよそ 20％が時々または毎日朝食を

欠かしている。 
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27.51%

24.38%

21.13%

15.57%

13.03%

8.35%

4.96%

7.42%

10.39%

11.95%

2.91%

1.06%

69.25%

71.06%

74.15%

72.00%

66.52%

60.10%

48.56%

38.67%

34.55%

32.99%

28.87%

23.67%

3.25%

4.55%

4.72%

12.43%

20.44%

31.54%

46.48%

53.91%

55.06%

55.06%

68.21%

75.27%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

17歳男子

16歳男子

15歳男子

14歳男子

13歳男子

12歳男子

11歳男子

10歳男子

9歳男子

8歳男子

7歳男子

6歳男子

１日の睡眠時間
1.6時間未満

2.6時間以上8時間未満

3.8時間以上

38.38%

36.83%

30.71%

22.89%

16.43%

13.12%

7.01%

5.58%

9.87%

12.99%

1.59%

1.06%

58.53%

59.96%

63.60%

67.81%

68.94%

66.10%

50.26%

40.13%

33.90%

28.57%

29.67%

22.65%

3.09%

3.21%

5.69%

9.29%

14.64%

20.78%

42.73%

54.29%

56.23%

58.44%

68.74%

76.29%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

17歳女子

16歳女子

15歳女子

14歳女子

13歳女子

12歳女子

11歳女子

10歳女子

9歳女子

8歳女子

7歳女子

6歳女子

１日の睡眠時間
1.6時間未満

2.6時間以上8時間未満

3.8時間以上

   オ １日の睡眠時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※考察 

  ８時間以上の睡眠をとっている割合は、男女とも年齢が上がるにつれて減少傾向となっている。

女子の高校生（15,16,17歳）では、30%以上の生徒が６時間未満の睡眠時間である。 
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31.90%

27.42%

25.75%

18.89%

16.27%

16.03%

12.27%

15.23%

17.92%

23.64%

16.16%

15.03%

27.89%

29.32%

30.09%

35.32%

34.92%

37.85%

29.90%

28.65%

31.82%

31.43%

40.40%

42.02%

18.72%

21.16%

21.13%

25.11%

27.60%

25.23%

26.76%

23.57%

21.30%

21.69%

30.20%

31.65%

21.49%

22.11%

23.02%

20.68%

21.21%

20.89%

31.07%

32.55%

28.96%

23.25%

13.25%

11.30%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

17歳男子

16歳男子

15歳男子

14歳男子

13歳男子

12歳男子

11歳男子

10歳男子

9歳男子

8歳男子

7歳男子

6歳男子

１日のスクリーンタイム
1.1時間未満
2.1時間以上2時間未満
3.2時間以上3時間未満
4.3時間以上

39.83%

39.85%

32.80%

27.88%

23.32%

21.81%

13.25%

15.84%

29.22%

30.52%

20.13%

15.50%

29.51%

29.18%

29.86%

36.75%

35.40%

33.65%

34.94%

35.71%

32.73%

32.99%

42.78%

49.27%

16.49%

15.77%

21.23%

21.08%

23.66%

25.30%

25.71%

22.34%

18.18%

20.91%

26.89%

25.17%

14.18%

15.20%

16.11%

14.29%

17.62%

19.25%

26.10%

26.10%

19.87%

15.58%

10.20%

10.07%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

17歳女子

16歳女子

15歳女子

14歳女子

13歳女子

12歳女子

11歳女子

10歳女子

9歳女子

8歳女子

7歳女子

6歳女子

１日のスクリーンタイム
1.1時間未満
2.1時間以上2時間未満
3.2時間以上3時間未満
4.3時間以上

   カ １日のスクリーンタイム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※考察 

  ３時間以上視聴する割合は、男女とも小学生（10,11歳）がもっとも高く、男子では 30％を超え

ている。 
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おわりに 

 

令和 6年度福島県児童生徒の健康、体力・運動能力調査の集計結果が示された。各項目における詳細な

分析については、各ページの図表の後に記載しているので、そちらを参照いただきたい。 

今回は、東日本大震災から 15年の節目を迎えたことも踏まえ、震災直後と比較して、福島県の子ども

たちの現状がどのように変化しているのかを示したい。年度によるばらつきの影響を抑えるため、震災

直後については平成 24年度から平成 26年度までの 3年間の平均値、現在については令和 4年度から令

和 6年度までの 3年間の平均値を用い、この 10年間の変化を比較した。 

   

  

肥満傾向児出現率については、全学年平均で比較すると、本県は震災後、現在ともに男子 13％前後、

女子 10.6％前後であり、この 10 年間で出現率に大きな変化は見られなかった。一方、全国平均値は、

男子が 8.4％から 10.4％へと約 2ポイント上昇し、女子も 6.9％から 7.8％へと約 1ポイント上昇した。

このことから、この 10 年間で全国平均値と本県との差は、男女ともほとんどの学年で小さくなってい

ることが分かった（図 1、図 2）。ただし、現在の出現率は男女とも全国平均値を依然として 2〜3 ポイ

ント上回っており、今後も継続した取組が必要である。 

体力合計点については、この 10年間で本県男子は小学校・中学校でやや上昇し、本県女子は小学校・

中学校・高等学校で上昇した。一方、全国平均値は、男子が小学校・中学校・高等学校で低下し、女子

は小学校・中学校で低下した。その結果、この 10年間で全国平均値との差は、男子が震災後のマイナス

1.6点から現在はマイナス 0.9点、女子が震災後のマイナス 1.0点から現在はマイナス 0.7点となり、そ

の差は小さくなっていた（図 3、図 4）。ただし、現在も高校男子 1〜3 年及び高校女子 1 年・3 年を除

く全ての学年で全国平均を下回っており、体力についても今後継続して向上に努めていく必要がある。 

15年前の震災直後は、放射線被ばくの影響を避けるために外遊びが制限され、福島県の子どもたちが

運動不足となったことにより、体力の低下や肥満傾向児出現率の高さが全国ワーストであると報道され

たことは、今なお記憶に新しい。福島県教育委員会はこのことに強い課題意識を持ち、全国平均を当面

の目標に据え、国の支援も受けながら、福島の子どもたちの体力向上や肥満傾向児の減少に向けて、こ

の 15年間、様々な取組を実施してきた。こうした地道な取組を 15年間継続してきた結果として、体力

向上や肥満傾向児の減少に一定の成果が認められたことは、率直に喜びたい。 

しかし上記のとおり、現状はなお道半ばである。これまでの地道な取組を今後も着実に継続し、さら

に 10年先、より一層望ましい成果が見られることを期待したい。 

（「おわりに」の文責：小川 宏） 
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年齢別全国比較（Ｔ－スコア） 

※全国平均を５０とした場合の比較（令和６年度全国平均値と令和６年度本県平均値の比較） 

○男 子（６歳～１１歳） 
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○男 子（１２歳～１７歳） 
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○女 子（６歳～１１歳） 
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○女 子（１２歳～１７歳） 
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付記 

 

この調査の結果の分析及び報告書の作成には、福島大学人間発達文化学類 小川 宏  

教授が当たった。 
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